
○ 鑑識専務代行員運用要綱の制定について

令和４年３月３日鑑甲達第２号

石川県警察本部長から部課署長あて

鑑識専務代行員運用要綱

第１ 目的

この要綱は、警察署における現場鑑識活動の充実強化を図るため、あらかじ

め鑑識専務代行員（以下「代行員」という。）を指定し、鑑識専務員が不在等

の際は代行して鑑識業務を行い、又は鑑識専務員とともに現場鑑識活動に当た

らせることを目的とする。

第２ 任務

この要綱において、代行員は、次に掲げる場合に活動するものとする。

(1) 鑑識専務員が入校、出張その他何らかの理由により現場鑑識活動に従事

できない場合

(2) 重要事件又は複数の事件が発生し、鑑識専務員だけでは迅速、的確な現

場鑑識活動に支障を来す場合

(3) その他現場鑑識活動に際して警察署長が必要と認める場合

第３ 指定

警察署長は、刑事部鑑識課長と協議の上、別表により、次の各号に該当する

警部補以下の警察官を代行員に指定するものとする。

(1) 鑑識専務経験者

(2) 鑑識技能総合上級又は科目別上級検定合格者

(3) (1)又は(2)に該当する者を指定できない場合は、鑑識業務に熱意を有し、

かつ、適格性を有する者

第４ 解除

警察署長は、代行員が異動し、又は代行員として任務を遂行できないと認め

るときは、その指定を解除するものとする。この場合において、その後任者を

速やかに指定するものとする。

第５ 教養

警察署長等は、現場鑑識活動に必要な知識及び技能について教養を行うもの

とする。

第６ 報告

警察署長は、代行員を指定又は解除したときは、鑑識専務代行員名簿（別記

様式）により、警察本部長に報告するものとする。

附 則

この要綱は、令和４年３月３日から施行する。

（別表及び別記様式省略）


